
　開発途上国が自立的に発展するためには、人々の生
活や経済活動の基盤となるインフラが不可欠です。しか
し、単に多くのインフラを整備すれば「質の高い成長」を
実現できるわけではなく、ソフト面の協力と組み合わせ
て社会課題の解決につなげることが重要です。

JICAは、環境に配慮した日本の省エネ技術の活用や
現地の工事現場における日本の安全基準の導入を通じ
た人材育成を行い、港湾や鉄道、空港、経済特区をはじ

めとする質の高いインフラの整備に取り組んでいます。
　例えば、モザンビークのナカラ港の利便性が高まるこ
とで、地域の物流を改善し、ナカラ回廊の活性化、ひい
てはザンビア、マラウイを含めた地域経済の発展が期待
されています。 JICAは地域間の連結の強化や経済社会
活動の活性化を通じ、「質の高い成長」を実現し、地域の
安定と繁栄に貢献します。

1新しい時代の「質の高い成長」と
それを通じた貧困撲滅In Focus

事業と戦略C H A P T E R 1

JICAが開発に協力したモザンビークのナカラ港は、南部
アフリカ地域のゲートウェイの一つとしての機能を有し、
周辺国も含めた経済成長や貧困削減に貢献している
[写真：五洋建設株式会社・東亜建設工業株式会社共同事業体]  
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　「法の支配」とは、国家権力を法の下に置き、権力の濫
用から特に脆弱な者を守り、人々の自由や権利を保障す
るという考え方です。各国の司法、行政、警察、メディア
などが機能し、法律が正しく運用されることが、人々の
権利を守ることにつながります。

JICAは、法学者、法務省、最高裁判所、日本弁護士
連合会などと協力し、ラオス、ベトナム、カンボジアやネ

パールなどで法制度の整備・運用改善、法曹人材の育成
や司法アクセスの改善に協力しています。また、東南ア
ジアやアフリカなどで、公共の安全を担う警察、権力を
監視し正確・公平・公正な情報を発信する公共放送局、
自由で公正な選挙を支える選挙管理委員会の機能強化
にも取り組んでいます。

2法の支配に基づく自由で開かれた
国際秩序の維持・強化In Focus

ラオスの検察官とJICA専門家が刑法理論について意見
交換している様子。丁寧な議論を繰り返し、理解を深める
ことで人材育成を図っている
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　世界各地で自然環境や人々の生活に大きな影響を及
ぼしている気候変動への対応は、国際社会が連携して
取り組むべき重要な地球規模課題です。
　社会基盤が整っていない開発途上国は、激甚化する
自然災害などの気候変動の影響への対応と温室効果ガ
スの排出削減に取り組みながら経済発展を目指さなけ
ればならず、難しい立場に置かれています。

JICAは、気候変動対策（気候便益）と開発課題の解
決を両立させる取り組みを進め、持続的かつ気候変動
の影響にも強靱な社会を構築することで、国連気候変
動枠組条約をはじめとする国際的な開発目標の達成に
貢献します。例えば、西バルカン諸国では国家森林火
災情報システムの導入を通じ、森林火災の対策と自然
災害の予防に取り組んでいます。

3複雑化・深刻化する
地球規模課題への貢献

事業と戦略C H A P T E R 1

森林火災は森林資源や生物多様性への影響だけでなく、土
砂崩れなどの自然災害を招くため、早期発見・対策が重要
になっている。JICAは、西バルカン諸国で国家森林火災情
報システムの導入に協力している

In Focus
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4開発途上国で培った知見・経験の
日本社会への環流

JICAは開発協力を通じて蓄積してきた経験や知見を
活用し、日本国内が抱える課題解決にも貢献していま
す。JICA海外協力隊派遣予定者を対象に行っている
「グローカルプログラム」もその一つです。日本国内の
課題解決に関心のある希望者が、派遣前に自治体など
が実施する地方創生や多文化共生の取り組みに参加し
ています。そこで得た実務経験や知見を開発途上国で
の活動に役立てるとともに、帰国後の国内課題解決へ

の積極的な参加につなげています。2024年1月に発生
した能登半島地震後には、協力隊経験者がボランティ
アとして被災地に入り、避難所の運営支援や在住外国
人への支援などに取り組みました。
また、より多くの市民が寄附を通じて国際協力に参加
できるよう、寄附メニューを拡充しました。開発途上国の
課題解決のほか、協力隊員の支援や外国人材との共生
社会の実現のために活用する寄附も受け入れています。

熊本県人吉球磨地域で、豪雨災害からの復興支援事業
に参加し、伝統料理の復活を手伝う協力隊派遣予定者
（写真右端）

In Focus
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